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・機器の故障などで使用できない際は
市ホームページにて随時お知らせし
ています。
・機器利用の取扱いに変更があれば、
市ホームページに掲載いたします。
・利用の前には必ずご確認
ください。

ご確認ください



『デジタル加工機器講習会 』
レーザー加工機

①Speedy300 ハード 編
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1-1 加工の流れ

編集、加工ソフトウェア「Ruby」

カット、彫刻
「Speedy300」

ai,pdf,jpeg,png
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加工パラメーターには主にパワー（Ｐ）・速度（Ｖ） ・周波数（F）
の三種類があります

大きい

出力
大きい

速い 遅い

小さい パワーの数値

スピードの速さ

小さい

出力

出力が小さすぎると
カットできない

出力が大きすぎると
燃えてしまう

1-2 レーザー加工機の仕組み

出力はここの二つで調整します
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カットの出力や彫刻の濃さは、加工する図面データや材料となる素材（材質や
表面のコーティング加工など）により差異が生じます。
適切な出力で加工をしないと火災の原因となりますので、初めて使用する素材

や設定で加工する場合は慎重に行ってください（目を離さない）。
また、試し用の材料で確認してから本番に臨むことをお勧めします。

‼注意‼



へきしんギャラクシープラザでは、

1-3 材料について
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木材

紙

※上記以外の材料は絶対に使用しないでください！

※ホームセンターなどで販売されてます

●材料の販売はありませんので利用者でご用意ください。

カットする場合 彫刻する場合

・MDF材等の板状のもの
・厚さ6mm以内

・厚さ200mm以内

・厚紙や画用紙など厚みのある紙
※×段ボール・ラバー紙は使用不可
※素材により燃えやすいものもあるため、
紙を加工する場合は慎重に取り扱い
ください。

最大加工面積
W720mm×D430mm

最大加工面積
W720mm×D430mm

W720mm

D430mm

D430
mm

W720mm



レーザー加工機にハニカムをセットする

ハニカム

1-4 ハニカムについて
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1-5 加工用板について

板
紙をカットするときに使用する

加工材料が紙の場合、ハニカムの上に備え付けの板を必ずセットする

※紙と板をマスキングテープで固定するとずれにくくなります
（マスキングテープは各自でご用意ください）

（カットした後、板にカット線が付きますが異常ではありません）
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1-6 材料のセット方法

紙

加工用板

昇降テーブル(機材)

ハニカム

加工を行う際は下図のような順序で機材のセットする

注意①‼:機材の破損につながる恐れがあるためセットする際に照射口に加
工用プレートや材料をぶつけないように作業してください

注意②‼:加工用プレートにたわみがないか確認をしてから使用してください
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1-7 材料のセット方法

加工を行う前にハニカムが正しく配置されていることを確認する

注意‼:ハニカムがずれた状態で加工を行うと材料が斜めになり適切
に加工ができない場合があります

ハニカムの側面を持ち前後左右に動かしずれがないかをチェックする
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1-８ 材料のセット方法

レーザーの照射口に当て
ないように注意して材料を
セットしてください
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1-9 操作方法

上
下
の
操
作

前
後
左
右
の
操
作

機材上面右側の操作パネルで、ノズルの位置
と昇降テーブルの高さを操作する
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1-10 操作方法（停止）

一時停止

操作パネルまたはRubyで一時停止が
できます。(再スタート可能)

緊急停止

Ruby加工画面左下
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機材の覗き窓を開ける
または

Rubyで緊急停止ができます。
(再スタート不能)



1-11 焦点の合わせ方

使用するレンズにあった専用の焦点を合わせる器具を照射口にセットする

器具が倒れるまで昇降テーブルを上げる

①

②

焦点を合わせる器具は機器の右
側にあります※使用後はすぐに
元の位置にもどしてください
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1-12 焦点の合わせ方

昇降テーブルを軽く2回押しで下げる

注意‼:昇降テーブルの高さを変える際、照射口に材料を当てない
ようにしてください！

③
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1-13 位置の合わせ方

前後左右に動かしレーザーのポイント（赤色）を加工を開始したい位置に移動
する

前
後
左
右
の
操
作

注意‼:そりのない材料を使用してください（材料にそりがある場合、切れない
所ができたり、切れすぎることがありますのでご注意ください）
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1-14 作業終了後

手順
①昇降テーブルを下まで下げる
②電源オフ
③ハニカム・加工用板を取り外し、もとの位置へ戻す
④昇降テーブル上をほうき＆ちりとりで履き、ウエットティッシュで拭く
⑤ハニカムに挟まった端材を取り除き、ウエットティッシュで拭く

使用後は必ずステージとハニカムの清掃を実施する

注意‼:清掃は時間内に必ず行い、時間超過のないようにしてください
時間を超過した場合は、受付よりお声がけすることがあります
また、繰り返し時間超過がされる場合は、ご利用をお断りさせて頂くことも
あります

上
下
の
操
作
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『デジタル加工機器講習会 』
レーザー加工機
②Ruby 編
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Rubyの起動画面

Rubyを起動

2-1 Rubyの起動

Rubyはウェブ上で動いています
（起動までに時間がかかることがありますが、何度もクリックせずにお待ちください）

ログインをクリック

Rubyを起動画面
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2-2 全体構成

Rubyでデザインからカットまでの作業をすべて行う
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「インポート」ボタンをクリックする

2-3 データの取り込み
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2-3 データの取り込み

取り込みたいデータをクリックする

元データを選択し、開く
（読込可能拡張子ai,pdf,jpeg,png)

※「illustrator」文字の入っているデータを作成された場合は文字化け
をしてしまう可能性があるため、 「illustrator」内でアウトライン化の
処理を行ってから使用してください（文字なしのデータを持参して、
Rubyで文字を入力すると簡単です）

※「Illustrator」の使用については、ご自身で学習して使用してください。
事務室職員ではお答えできませんでので予めご了承ください。
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2-3 データの取り込み

デザイン画面をクリックして移動する

取り込んだデータをクリックすると画像が挿入される
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編集ツール

2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

黒：彫刻
赤：カット

レイヤー

選択オブジェクトの
位置・サイズ
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

移動・大きさを変えるときはここをクリックする

移動・大きさを変える

本日の講習会では犬を小さくしてみましょう



〇をクリックする

2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

〇を描く
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

丸を書く

〇を描く

キーボードの Ctrl キーを押しながら〇を描くと真円を書くことができます
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

③ここをクリックする
（中央揃えになる）

②全体をドラッグして選択する

位置をそろえる ①ここをクリックする
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

ここをクリックする

文字を描く
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「オブジェクトにデザインサイズを合わせる」をクリックする

2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

オブジェクトにデザインサイズを合わせる
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

名前を入力し適用をクリックする

文字を書く
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

本日の講習会では「MSゴシック」を選択する

文字を描く

ここをクリックして字体を選択する
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2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

ここをクリックし、
黒(彫刻)に変更

ここをクリックし、カット
線(赤)に変更

完成したら「ジョブを作成」をクリックする
彫刻・カット線の指定
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「ジョブを作成」をクリックする

2-4 「デザイン」でデータを作成・編集

ジョブを作成
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

準備画面(自動で移動)作成したジョブが
表示される

使用材料の素材に合わせ
たパラメーターを選択する

本日の講習会ではMDF2.5ｍｍを選択する
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

レーザー加工機のスイッチを入れると表示される

※640番までの方へ
「Job Control」の場合はデザインをレンズヘッドの位置に合わせる必要がありましたが、Rubyでは
その必要はありません。
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

彫刻の強さを調節
(カットも自由に調節可能)

彫刻結果のサンプル表については
P.5０を参照
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彫刻の濃さはデータや材料により差異が
生じます。試し用の材料で確認してから
本番に臨むことをお勧めします‼注意‼



2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

②出力にかかる時間が表示される

すべての編集が終わったら…

①「ジョブタイムの算出」をクリック

注意‼:算出した時間が部屋利用時間を超えていないか必ず
確認してください※利用時間を延長しないようにしてください

③ここが押されていることを確認（スナップ：オン）
（押されているとポインターの位置から作業が始まる）
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

すべての編集が終わったら…

「キューを作成」を押す
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

「製作」をクリックする
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2-5 「ジョブ」でデータを出力用に編集

「いいえ」をクリック

※材料データを変更していない場合は表示されません
（今回の講習会では表示されません）
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2-6 「製作」で出力を開始

作成したキューが製作画面に表示される

プレビューがカットしたいものが出ているか確認する
違う場合は、左側から選んでクリック
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材料パラメーターを確認

ジョブタイムを確認

2-6 「製作」で出力を開始

注意‼:算出した時間が部屋利用時間を超えていないか必ず
確認してください※利用時間を延長しないようにしてください
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2-6 「製作」で出力を開始

①キューの削除にチェックが入っているか確認す
る（青色になっていればOK）

②クリックしジョブを開始する

注意‼:レーザー加工機稼働中は、絶対にレーザー加工機から
目を離さないようにしてください！
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2-7 参考（文字だけをカットする編集の仕方）
※今日の講習会で実施しません

ここをクリックする
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名前を入力し適用をクリックする

2-7 参考（文字だけをカットする編集の仕方）
※今日の講習会で実施しません
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ここをクリックする

2-7 参考（文字だけをカットする編集の仕方）
※今日の講習会で実施しません
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枠線の文字に変わる

2-7 参考（文字だけをカットする編集の仕方）
※今日の講習会で実施しません

ここをクリックし、カット
線(赤)に変更
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枠線の文字に変わる

2-7 参考（文字だけをカットする編集の仕方）
※今日の講習会で実施しません
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『デジタル加工機器講習会 』
レーザー加工機

③注意事項、不具合事例
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異なる速度・パワーでの彫刻のサンプルを表にまとめたもの

3-1 彫刻結果サンプル表

パワー
（P）

速度（V）

大

小

遅速
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パワー（P）

100

パワー（P）

90

パワー（P）

80

パワー（P）

70

パワー（P）

60

スピード（V）

30.0
スピード（V）

25.0
スピード（V）

20.0
スピード（V）

15.0
スピード（V）

10.0
スピード（V）

7.0

MDF材
厚さ2.5mmに
彫刻をした場合
の例
※素材により設定値と
結果は異なります。



『デジタル加工機器講習会 』
レーザー加工機

④注意事項、不具合事例
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4-1 レーザー光

レーザーの光は目に良く
ありません
白い光は直視しないように
してください

加工機が稼働中のときは機材から
目を離さないようにしてください
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4-2 レーザーの設定

レーザーの設定は適切な値を使用してくだ
さい
設定を誤ると出火や作品に影響が出る恐
れがあります
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4-3 ワーク発火

加工中は絶対に
目を離さない！！

-54-

重要
‼注意‼

火が出ること
があります！！

加工で出た端材がハニカムに落ち、その端材や
ハニカムについたヤニに引火、加工物が炎上した例



注意事項

火災を起こさない為に・・・

「危ない！」と思ったら…
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重要

• 初期消火の場合、備え付けの
ペットボトルの水を火元にだけ
かけてください。
（機器の故障を最小限にするため）

①機械の一時停止

②機械を止めても火種がある場合は水をかける

（P.12内容の再掲）

一時停止

パネル操作 PC操作

「一時停止」の操作（再スタート可）

Ruby加工画面左下

又は

「緊急停止」の操作（再スタート不可）

緊急停止

PC操作
Ruby加工画面左下 機材の覗き窓を

開ける

水を使用したら必ず事務室
職員にお知らせください。

‼注意‼



注意事項

利用者が備え付けの消火器を使用
してすぐに消火し、その後、事務室
職員へお知らせください。
（内線204・205）

もし火災が起きてしまったら・・・
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重要

①安全栓を
引き抜く

②ホースを
外し火元
に向ける

③レバーを
強く握る

初期消火が大切です！
迷わず使用してください！

消火器の使用方法

いざというときにすぐ使えるよう
使用の方法をあらかじめ確認
しておいてください。



4-4 光軸ズレ

断面に歪み 注意‼:照射口をぶつけてしまうと光軸
がずれ、まっすぐ加工できなくなる場合
があります!その場合は光軸確認を行う
のでスタッフにお声掛けください
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注意事項

• 清掃は時間内に必ず行い、時間超過のないように
してください

• Ruby内のデータやデスクトップなどに置いたデー
タは削除してください
（削除されていないデータは施設側が削除します）

• ＵＳＢを忘れないようにお持ち帰りください

その他
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